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9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き保護者のニーズにこたえていけるよう関係機関との

連携をはかっていきます。保護者の不安や悩みに迅速に対応

し安心していただけるように努め、職員間でも共有すること

でどの職員でも安心して気軽に相談ができるような雰囲気づ

くりを心掛けていきます。

2

専門職の立場からの見解とそのほかの職員との見解を総合し

てより良い支援につながるように密に情報共有を行ってい

く。

3

子ども自身の自主性、主体性が導き出せるよう側面からの支

援を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間計画に組み入れ、保護者同士のつながりを持てる場所と

時間の提供をしていく。

2

3

保護者が安心して相談できる場所 保護者が相談しやすいようにフィードバックカードを用いて

その都度対面でタイムリーに話ができるような工夫をしてい

ます。必要があればとお子様と一緒に療育の時間にお部屋に

入って頂きお子様との具体的な関わり方の方法を実際に見せ

たりアドバイスを行っています。

○事業所名 発達支援室ｋｏｄｏｍｏ鶴見西口教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2026年　1月　１５日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門職による支援 言語聴覚士による直接支援を行っている。発達検査など標準

化されたツールの活用も可能となってきている。

子どもの発達状況に応じた細かい個別支援及び集団での支援 異年齢、発達のレベルの違う子供たちが運動遊びや創作活動

を通してルールやコミュニケーションスキルの習得に積極的

に取り組んでいる。また、集団の場が苦手なお子様に対して

も強制することなく、自然に輪の中に入れるようなプログラ

ム作りを意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者向けの勉強会や保護者会の開催を定期的に行う。 多くの保護者を対象とした勉強会や不定期開催となってい

る。

令和７年度 事業所における自己評価総括表公表


